
大

陸
（
満

州
）
　 

満
州
国
境
警
備

初
年
兵
で
討
伐
戦
参
加
　 

富
山
県
　
本
庄
長
一
　 

私
は
、
大
正
八
年
六
月
二
十
七
日
、
現
住
所
の
富
山
県
魚
津

市
の
農
家
の
八
人
兄
弟
の
一
人
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

大
阪
第
八
連
隊
の
兵
舎
に
集
合
を
命
ぜ
ら
れ
点
呼
を
と
り
、

直
ち
に
民
間
の
旅
館
に
宿
泊
し
ま
し
た
。
翌
日
、
本
願
寺
で
軍

服
を
支
給
さ
れ
、
再
び
旅
館
へ
戻
り
ま
し
た
。
二
月
二
十
三
日

午
後
旅
館
を
出
発
、
輸
送
船
に
乗
船
し
船
内
で
一
泊
、
翌
二
月

二
十
四
日
大
阪
港
を
出
帆
、
二
十
七
日
朝
鮮
の
羅
津
港
に
着
、

船
内
で
一
泊
、
二
十
八
日
羅
津
上
陸
と
い
う
、
あ
わ
た
だ
し
い

日
程
で
満
州
へ
入
っ
た
の
で
す
。

牡
丹
江
市
に
第
十
九
大
隊
の
本
部
が
あ
り
、
そ
こ
で
大
隊
長

（
大
佐
）
の
訓
示
を
受
け
、
三
月
一
日
、
道
河
（
牡
丹
江
省
東

寧
県
）
と
い
う
所
の
第
一
中
隊
に
着
。
第
二
中
隊
は
老
黒
山
、

第
三
中
隊
は
本
部
と
一
緒
の
牡
丹
江
市
、
第
四
中
隊
は
下
城
子

（
牡
丹
江
省
穆
稜
県
）

。
簡
単
に
言
い
ま
す
が
、
各
中
隊
と
の
距

離
は
非
常
に
遠
い
の
で
す
。

大
隊
本
部
　
牡
丹
江
（
牡
丹
江
省
牡
丹
江
市
―
浜
綏
線
＝
綏

芬
河
―
哈
爾
浜
）

第
一
中
隊
　
道
河
子
（
牡
丹
江
省
東
寧
県
―
綏
寧
線
）

第
二
中
隊
　
老
黒
山
（
牡
丹
江
省
東
寧
県
―
興
寧
線
）

第
三
中
隊
　
牡
丹
江
市

第
四
中
隊
　
下
城
子
（
牡
丹
江
省
穆
稜
県
、
八
面
通
―
浜
綏

線
）



地
図
に
よ
る
本
部
、
中
隊
間
の
概
距
離
は
牡
丹
江
市
―
道
河

子
（
一
〇
〇
キ
ロ
強
）

。
老
黒
山
は
更
に
遠
か
っ
た
と
い
い
ま

す
。
第
四
中
隊
の
下
城
子
は
牡
丹
江
市
か
ら
一
〇
〇
キ
ロ
程
度

は
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
第
一
中
隊
駐
屯
地
か
ら
第
四
中
隊
駐
屯

地
ま
で
は
、
二
〇
〇
キ
ロ
以
上
あ
り
、
私
は
列
車
で
五
時
間
く

ら
い
か
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

我
が
中
隊
の
隊
長
は
大
尉
で
あ
り
、
中
隊
の
主
任
務
は
鉄
道

警
備
で
し
た
が
指
揮
下
に
は
鉄
道
警
備
隊
、
森
林
警
備
隊
が
あ

り
ま
し
た
。
広
範
囲
の
地
域
を
警
備
す
る
の
で
す
か
ら
、
満
州

国
の
軍
隊
も
指
揮
下
に
入
れ
て
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
牡
丹
江
省
は
、
東
は
ソ
連
と
国
境
を
接
し
て
お

り
、
南
は
間
島
省
で
あ
る
の
で
、
北
朝
鮮
と
も
隣
接
す
る
の
で

す
。
従
っ
て
、
満
ソ
国
境
で
は
ソ
連
軍
の
越
境
も
あ
り
、
南
に

は
金
日
成
の
共
産
党
が
出
没
し
て
い
る
と
い
う
所
で
し
た
。
従

っ
て
、
単
な
る
満
州
駐
屯
で
は
な
く
、
常
に
小
戦
闘
が
起
こ
っ

て
い
る
と
い
う
話
が
隊
長
の
訓
示
の
中
に
も
あ
り
、
ま
た
分
隊

長
や
古
参
兵
か
ら
も
、
い
つ
戦
闘
が
あ
る
か
も
し
れ
ぬ
と
注
意

さ
れ
て
お
り
、
初
年
兵
と
し
て
渡
満
し
て
い
る
我
々
は
緊
張
の

日
々
で
し
た
。

中
隊
配
属
し
て
早
々
、
三
月
十
四
日
非
常
呼
集
が
あ
り
ま
し

た
。
金
日
成
軍
が
戦
闘
を
し
た
満
州
国
軍
の
兵
舎
を
襲
撃
し
焼

き
払
っ
た
た
め
の
動
員
で
し
た
。
し
か
し
、
列
車
の
都
合
で
翌

日
救
援
に
出
発
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
頃
か
ら
五
月
初
旬
に

至
る
間
討
伐
が
続
い
た
の
で
す
。
こ
の
戦
闘
で
我
々
の
仲
間
西

田
、
金
山
両
君
が
戦
死
を
し
ま
し
た
。

我
々
初
年
兵
は
基
礎
教
育
も
受
け
ず
に
直
接
戦
闘
に
参
加
を

し
た
わ
け
で
す
。
討
伐
の
た
め
中
隊
に
帰
れ
ま
せ
ん
。
一
時
、

治
安
も
落
ち
着
い
た
の
で
す
が
中
隊
に
は
帰
ら
ず
、
野
戦
で
、

討
伐
地
で
教
育
を
受
け
、
一
期
の
検
閲
も
戦
場
で
受
け
た
の
で

す
。道
下
に
来
た
初
年
兵
は
八
十
七
人
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
内

地
で
の
教
育
と
は
違
っ
て
、「
ゲ
リ
ラ
が
出
た
、
匪
賊
が
来
襲

し
た
」
と
の
情
報
が
あ
れ
ば
近
く
の
警
備
隊
が
出
動
し
討
伐
す

る
の
で
す
。
従
っ
て
、
中
隊
に
帰
っ
て
の
生
活
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
分
屯
地
で
の
警
備
、
討
伐
で
す
か
ら
、
一
期
検
閲
後
、
■

か
の
期
間
の
う
ち
五
～
六
回
討
伐
に
出
ま
し
た
。
我
々
の
軍
隊

教
育
は
戦
闘
を
交
じ
え
、
い
わ
ゆ
る
実
戦
に
よ
る
教
育
で
あ
っ

た
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
入
営
か
ら
除
隊
ま
で
、
中
隊
の
本
部



に
帰
っ
て
の
勤
務
、
生
活
は
合
計
六
ヵ
月
間
く
ら
い
で
あ
り
、

他
は
分
遣
隊
で
の
警
備
、
討
伐
に
終
始
し
て
い
た
の
で
す
。

一
個
中
隊
の
兵
員
は
二
百
七
十
～
八
十
人
ぐ
ら
い
で
、
毎
年

入
る
初
年
兵
（
一
年
次
兵
）
は
各
七
十
～
八
十
人
ぐ
ら
い
だ
っ

た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
中
隊
長
は
赤
城
大
尉
で
す
。
十
二

月
三
日
、
道
河
の
討
伐
は
中
隊
長
指
揮
の
も
と
に
出
動
し
た
の

で
す
が
、
三
年
兵
（
我
々
二
年
次
先
輩
の
古
参
兵
）
が
現
役
満

期
除
隊
に
な
る
の
で
、
そ
の
代
わ
り
に
我
々
初
年
兵
が
出
動
し

ま
し
た
。

私
は
、
第
一
期
の
教
育
で
は
一
般
散
兵
（
一
般
の
小
銃
、
軽

機
関
銃
、
擲
弾
筒
）
で
し
た
が
、
二
期
は
九
二
式
大
隊
砲
で
一

ヵ
月
半
教
育
で
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
間
に
討
伐
に
参
加
し
た

の
で
、
大
隊
砲
教
育
期
間
は
丸
一
ヵ
月
で
し
た
。

十
二
月
三
日
の
討
伐
か
ら
帰
っ
て
か
ら
、
司
令
部
（
第
十

九
・
二
十
・
二
十
一
大
隊
）
で
暗
号
教
育
を
受
け
ま
し
た
。
司

令
官
は
少
将
で
す
が
、
日
本
軍
の
み
な
ら
ず
鉄
道
警
備
、
満
州

国
軍
も
指
揮
下
に
入
れ
て
お
り
ま
し
た
。
私
は
先
程
も
申
し
た

よ
う
に
、
教
育
、
分
屯
、
司
令
部
、
大
隊
本
部
等
々
と
ほ
と
ん

ど
中
隊
に
帰
っ
て
一
般
勤
務
に
つ
く
こ
と
が
少
な
か
っ
た
の
で

す
。昭

和
十
六
年
七
月
十
六
日
、
臨
時
編
成
下
令
（
関
特
演
と
い

わ
れ
る
大
動
員
）
の
た
め
、
暗
号
教
育
か
ら
中
隊
に
帰
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
二
、
三
年
兵
の
時
、
初
年
兵
の
大
隊
砲
教
育
助
手

を
や
る
た
め
、
四
十
六
司
令
部
か
ら
第
十
九
大
隊
に
帰
り
ま
し

た
。
大
隊
本
部
は
牡
丹
江
市
か
ら
、
第
四
中
隊
駐
屯
地
の
下
城

子
に
集
結
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
に
日
ソ
不
可
侵
条
約
が
締

結
さ
れ
、
ソ
満
国
境
は
小
康
状
態
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
従

っ
て
満
ソ
国
境
の
ソ
連
軍
は
欧
州
の
対
独
戦
争
へ
移
動
配
備
と

な
っ
た
の
で
し
た
。

我
々
の
任
務
は
治
安
が
主
で
し
た
が
、
万
一
対
ソ
開
戦
、
ソ

連
軍
侵
攻
の
時
は
、
後
続
部
隊
が
来
る
ま
で
我
々
が
国
境
を
守

る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
ら
し
く
、
そ
の
た
め
、
我
々
は

国
境
へ
分
遣
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
初
年
兵
の
時
も
二
年

兵
の
時
も
、
分
遣
隊
に
出
さ
れ
ま
し
た
。
中
隊
の
警
備
地
区
の

中
で
、
兵
長
か
上
等
兵
が
長
で
七
～
八
人
で
警
備
を
す
る
の
で

す
。
支
那
派
遣
軍
よ
り
少
な
い
兵
力
で
す
か
ら
分
遣
の
長
は
兵

長
か
上
等
兵
で
し
た
。



三
年
兵
の
時
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
の
捕
虜
と
な
っ
た
元
日
本
兵
が

三
人
ぐ
ら
い
潜
入
し
て
来
ま
し
た
。
牧
草
の
中
に
も
ぐ
り
込
ん

で
、
こ
ち
ら
の
情
報
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
人
た
ち
は
、

ノ
モ
ン
ハ
ン
の
時
火
■
放
射
器
で
や
ら
れ
て
捕
虜
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
で
、
本
人
は
戦
死
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

我
々
は
捕
虜
と
し
て
軍
司
令
部
へ
送
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
後

ど
う
な
っ
た
の
か
、
心
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

井
上
中
尉
と
討
伐
に
行
っ
た
時
、
金
日
成
の
部
下
ら
し
い
者

と
鉢
合
わ
せ
を
し
て
捕
虜
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
後
ろ

手
に
縛
っ
て
も
白
状
し
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
持
っ
て
い
た
拳

銃
を
捨
て
た
の
で
密
偵
と
判
断
し
、
司
令
部
に
送
り
、
褒
め
ら

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
偵
察
中
密
林
の
中
で
迷
子
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ど
こ
だ
か
判
ら
な
く
な
っ
た
の
で
、
高
い
山
に
登
っ
て
探

す
の
で
す
が
、
同
じ
所
を
通
り
自
分
の
足
跡
を
見
つ
け
る
と
い

っ
た
有
様
で
し
た
。
小
隊
は
十
八
人
程
度
で
行
動
す
る
の
で
す

が
山
の
中
に
入
る
と
判
ら
な
く
な
り
、
山
頂
へ
出
て
稜
線
（
山

の
尾
根
）
を
通
り
、
三
日
間
も
迷
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
夜
中
、
闇
の
中
で
光
る
眼
ら
し
い
も
の
を
見
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
は
虎
の
眼
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
国
境
附
近
の

密
林
で
は
こ
ん
な
体
験
も
し
た
の
で
し
た
。

昭
和
十
七
年
九
月
一
日
、
下
士
官
勤
務
兵
長
と
し
て
現
役
を

満
期
除
隊
し
故
郷
へ
帰
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
大
東
亜
戦
も

ま
だ
勝
っ
て
い
た
時
期
で
し
た
か
ら
、
家
で
農
業
に
従
事
し
、

食
糧
を
増
産
し
つ
つ
、
後
輩
の
人
達
の
入
営
、
召
集
を
見
送
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
年
も
経
過
す
る
と
、
も
う
そ
ろ
そ

ろ
再
召
集
が
あ
る
の
で
は
と
思
い
つ
つ
、
昭
和
十
九
年
の
十
二

月
を
迎
え
ま
し
た
。

案
の
定
、
十
二
月
九
日
、
富
山
の
歩
兵
第
三
十
五
連
隊
留
守

隊
で
あ
っ
た
か
、
第
五
十
二
師
団
（
柏
兵
団
）
の
歩
兵
第
六
十

九
連
隊
補
充
隊
で
あ
っ
た
か
、
と
に
か
く
、
富
山
連
隊
の
第
四

中
隊
に
召
集
入
隊
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
私
の
兵
歴
か
ら
か
、

歩
兵
砲
中
隊
に
編
入
を
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
一
月
十
四
日
、
南
方
軍
総
司
令
部
補
充
要
員
と

し
て
屯
営
を
出
発
、
宇
品
港
出
帆
後
は
ジ
グ
ザ
グ
航
路
を
と
り

輸
送
船
は
台
湾
の
基
隆
に
着
き
ま
し
た
。
畳
一
枚
の
広
さ
に
九

人
が
詰
め
込
ま
れ
る
の
で
九
人
の
う
ち
三
人
は
甲
板
で
寝
る
と



い
う
超
満
員
で
、
横
に
寝
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
ら
座
る
の
が

や
っ
と
と
い
う
有
様
で
し
た
。
救
命
胴
衣
は
、
孟
宗
竹
を
前
に

二
～
三
本
、
後
ろ
に
四
本
を
麻
縄
で
結
ん
で
あ
る
だ
け
で
す
。

沈
没
し
た
ら
と
思
う
と
、
ま
こ
と
に
心
細
い
限
り
で
し
た
。

夜
は
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
停
泊
し
ま
す
。
こ
れ
は
敵
の
潜
水

艦
の
音
波
探
知
機
に
発
見
さ
れ
な
い
た
め
で
あ
っ
た
と
の
こ
と

で
し
た
。
二
月
で
す
か
ら
い
く
ら
南
に
近
い
と
い
っ
て
も
甲
板

で
寝
る
の
は
寒
い
の
で
、
九
人
中
三
人
は
交
代
で
船
内
の
畳
の

上
で
仮
眠
を
し
て
い
ま
し
た
。
台
湾
へ
行
く
船
の
段
階
で
は
生

き
て
帰
れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

無
事
に
台
湾
に
着
く
こ
と
は
出
来
ま
し
た
が
、
南
方
軍
の
軍

司
令
部
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
仏
印
に
移
動
し
て
い
ま
し
た

し
、
比
島
沖
海
戦
、
台
湾
大
空
襲
、
台
湾
沖
の
海
空
戦
、
そ
れ

に
三
月
に
は
沖
縄
沖
海
戦
、
四
月
一
日
、
米
軍
の
沖
縄
上
陸
、

沖
縄
の
玉
砕
等
が
続
い
て
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
幸
か

不
幸
か
、
沖
縄
へ
行
っ
た
富
山
の
歩
兵
第
三
十
五
連
隊
は
、
第

十
師
団
と
共
に
台
湾
防
衛
の
た
め
台
湾
へ
来
ま
し
た
。
ま
た
、

同
じ
富
山
の
歩
兵
第
六
十
九
連
隊
は
南
洋
の
ト
ラ
ッ
ク
島
で
終

戦
を
迎
え
て
お
り
、
両
連
隊
と
も
玉
砕
を
免
れ
る
と
い
う
幸
運

で
あ
り
ま
し
た
。

私
達
は
仏
印
に
行
く
こ
と
な
く
台
湾
に
上
陸
し
、
第
十
方
面

軍
の
隷
下
に
あ
っ
て
台
湾
の
防
衛
戦
に
当
た
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
台
湾
に
来
る
と
予
想
し
た
連
合
軍
は
、
直
接

沖
縄
へ
上
陸
し
、
第
三
十
二
軍
は
玉
砕
し
ま
し
た
。
台
湾
で
は

本
土
の
盾
と
な
る
つ
も
り
で
精
鋭
師
団
を
揃
え
て
い
ま
し
た

が
、
空
襲
以
外
の
損
害
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
す
。

八
月
十
五
日
終
戦
と
な
り
、
安
藤
利
吉
大
将
は
、
昭
和
十
九

年
第
十
方
面
軍
（
台
湾
軍
）
軍
司
令
官
に
任
ぜ
ら
れ
て
お
り
ま

し
た
が
、
内
地
に
帰
還
す
る
こ
と
な
く
、
昭
和
二
十
一
年
自
決

さ
れ
ま
し
た
。

我
々
も
、
日
本
敗
戦
と
聞
い
た
時
は
死
な
ね
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
幸
い
に
し
て
故
郷
に
帰
還
す
る
こ
と

が
出
来
た
こ
と
を
幸
せ
と
思
う
今
日
で
あ
り
ま
す
。




